
委託事業実施内容報告書

平成２２年度「生活者としての外国人」のための日本語教育事業

【日本語教室の設置運営】

受託団体名 株式会社 日本ラチーノ学院

１ 事業の趣旨・目的

滋賀県に在住する日系ブラジル人を主に対象として日本で生活する上で必要な日本語や文化・

習慣を学習し、習得することにより日常生活において地域社会の日本人との交流が円滑に行わ

れ、子どもたちの日本語のレベルアップと各教科の理解度を深めるように指導することにより、子

どもたちの進学や入学の適応能力を高めるようにする。

一般社会人で日本語の不得手な人には初歩から指導しながら分り易く日本語への興味を引き出

すように学習を進める。日常生活における生活場面を想定した会話や情報を読み取る能力を養

成し、この教室で学んだことが日本で進学や就職をする場合に役立ち、進路の選択の領域が広

がって行くことを目的とする。

２ 運営委員会の開催について

【概要】

開催日時 開催場所 出席者 議題 会議の概要

４月３日 日本ラチーノ

学院事務室

中川宜一

中川美子

講座（教室）の見学

教室の実情

受講生の送迎

日本語レベルの把握

コーディネェーター山本

晴夫より実情報告

指導方法を確認

広報活動の具体的方法

８月２７日 日本ラチーノ

学院教室

中川宜一

中川美子

夏季休講日

フェスタジュニーナ

学習の進捗度

指導方針・内容

教授者古川ノエミより実情

報告

進学・就職について

学習指導方法の検討

今後の教室運営

１０月９日 日本ラチーノ

学院教室

中川宜一

中川美子

教室見学

学習の効果の実態

学習意欲の度合い

教室継続

帰国者の教育問題

公立学校転校・進学

総括と今後の計画

就職相談

【写真】

平成２２年４月３日の運営委員会の風景（写真⑨）



出席者 中川宜一、中川美子、山本晴夫、（撮影者：千葉ルイザ容子）

３ 日本語教室の開催について

① 日本語教室の名称

日伯交流教室

② 開催場所

滋賀県近江八幡市出町 123 番１ 日本ラチーノ学院の教室および施設

③ 学習目標

日常生活に必要な日本語会話の基礎力の養成

ひらがな・カタカナ・漢字の段階的習得

日本の文化・伝統・習慣・歴史感覚を身につける

日本の小学生低学年相当の国語・社会を理解する。（就学年齢相当者）

中学生・高校生高学年相当者は日本語能力試験や希望職種の資格取得を目標

④ 使用した教材・リソース

はじめてかくひらがな（上）（下） ただしくかくひらがな(上) (下)

はじめてかくカタカナ ただしくかくカタカナ（学習教育出版発行）

こどものにほんごⅠ、みんなの日本語初級Ⅰ、初級で読めるトピック２５

（スリーエーネットワーク社発行）

アルファべット・日本語を楽しく学ぼう (アルファネットワーク社発行)

プログレシブ日本語 初級 (日伯文化連盟発行)

メウ・アミーゴ・カンジ（東京外大 多言語・多文化教育研究センター発行）

⑤ 受講者の募集方法

１． 前回受講した学習者へ参加を呼びかける。

２． 日本ラチーノ学院の生徒へ希望者を募る

３・ ブラジル人コミィ二ティへ参加希望者を募る。

（上記対象者に口頭や受講募集チラシを郵送して受講を勧誘する。）

⑥ 受講者の総数 22 人 （延べ人数ではなく，受講した人数を記載すること。）

（出身・国籍別内訳 ブラジル国 ２２人

⑦ 開催時間数（回数） １０４ 時間 （全５２ 回）



② 日本語教室の具体的内容

回 開催日時 時間

数

参加

人数

国籍・母語（人） 教授者・補

助者人数

内容

１

か

ら

８

４月３日

10：○○～１２：○○

初級クラス１組

中級クラス１組

の２クラス編成

４月１０日

4 月１７日

4 月２４日

初級者

2時間

中級者

2時間

計４時

間以後

同様

15 人

17 人

18 人

19 人

ブラジル国・ポルトガ

ル語（15人）

全員ブラジル国・ポル

トガル語、以後同様

教授者5人

補助者1人

以 後 同 様

の 体 制 で

開講する。

初めてのひら

がな

易しい漢字

能力に応じた

担当者決定

学習教育出版

の教材を使用

あいうえお書

取練習

子どもの日本

語、発音練習

９

か

ら

18

5 月 1日

10：00～12：00

初級クラス 1 組

中級クラス 1 組

5 月 8日

5 月 15 日

5 月 22 日

5 月 29 日

初級者

2時間

中級者

2時間

計 4 時

間以後

同様

19 人

20 人

20 人

20 人

20 人

全員ブラジル国

ポルトガル語、

以後同様

教授者5人

補助者1人

以後同様

能力別グルー

プによる指導

正しく書くひ

らがな

子どもの日本

語

スリーエーネ

ットワーク社

教材も使用

正しく書く

カタカナ

漢字の練習

言葉を学ぶ会

話

19

か

ら

６月５日

10：00～12：00

初級クラス 1 組

中級クラス 1 組

の２クラス編成

6 月 12 日

初級者

2 時間

中級車

2時間

計 4 時

間以後

21 人

21 人

全員ブラジル国

ポルトガル語

以後同様

教授者5人

補助者1人

以後同様

みんなの日本語

生活場面の会話

言葉を習う会話

アルファーネッ

トワーク社教材

小学 1年の国語



26

6 月 19 日

6 月 26 日

同様

21 人

21 人

みんなの日本語

言葉を学ぶ会話

文章を読む

日常会話の練習

日本の習慣

27

か

ら

34

7 月 3日

10：00～12：00

初級クラス 1 組

中級クラス 1 組

の 2 クラス編成

7 月 10 日

7 月 17 日

7 月 24 日

7 月 31 日 休講日

22 人

22 人

22 人

22 人

全員ブラジル国

ポルトガル語

以後同様

フェスタに自由参加

教授者5人

補助者1人

以後同様

文章を読む

みんなの日本

語初級

小学 1年国語

東京外国語

大学の教材

文章を考える

日本の歴史

日本の文化

生活場面会話

学習言語

文章の作成

日本人と交流

35

か

ら

38

８月７日

10：00～12：00

初級クラス 1 組

中級クラス 1 組

の 2 クラス編成

8 月 14 日

8 月 21 日

8 月 28 日

休講日

休講日

22 人

22 人

全員ブラジル国

ポルトガル語

以後同様

教授者5人

補助者1人

以後同様

かんせいひら

がな

みんなの日本

語初級

草刈ボランテ

ィア

易しい会話

日伯文化連盟

の教材も使用

かんせいひら

がな

中級へいこう



39

か

ら

46

47

か

ら

52

9 月 4日

10：00～12：00

初級クラス 1 組

中級クラス 1 組

の 2 クラス編成

9 月 11 日

9 月 18 日

9 月 25 日

22 人

22 人

22 人

22 人

全員ブラジル国

ポルトガル語

以後同様

教授者5人

補助者1人

以後同様

易しい文章

文法

日本語だけで

会話

初級で読める

トピック２５

易しい漢字

生活言語

作文をかく

自分の将来

日本語で会話

漢字の書取

日本語で会話

履歴書を書く

みんなの希望

10 月 2 日

10：00～12：00

初級クラス 1 組

中級クラス 1 組

の 2 クラス編成

10 月 9 日

10 月 16 日 最終会

21 人

22 人

22 人

全員ブラジル国

ポルトガル語

以後同様

教授者5人

補助者1人

以後同様

漢字を書く

作文将来の夢

履歴書を書く

日本語で会話

問題集を解く

日本語能力試

験 3 級解説

語彙の理解

初級で読める

トピック２５

文章を聞く

文章を読む

文章を書く

教室再開の希

望を聞く



⑨ 特徴的な授業風景（２～３回分）

１．来日して８ヶ月足らずのローザさん(主婦、仮名)は殆ど日本語が分らないので日常生活で

のコミニィケーションがうまく取れないので何とか日本語を覚えようと毎週かかさず受講していま

す。ハリー先生が初歩のアイウエオから個人レッスンを加えて熱心に指導した結果、日常会話

での初歩的会話は理解できるようになり、今はひらがな・カタカナを覚えようと学習を続けてい

ます。（写真①）

２．子どもの日本語能力に応じたグループに分けて集中的に学習の指導をします。

古川教授者、上村教授者、が中級クラスの指導を担当します。（写真② ③ ④）



３．初級クラスの子どもたちの指導は亀谷教授者、井上教授者が分り易く指導します。

（写真⑤ ⑥）

⑩ 活用した日系人等（日本語を母語としない）の名簿

氏名 母語（国籍） 来日年（日）数 参加回数 当該教室での役割

古川 ノエミ ポルトガル語 ２０年 ２６回 教授者の責任者

上村 ミリアン ポルトガル語 7 年 ２６回 教授者

ハリーウイリアン ポルトガル語 １５年 26 回 教授者

亀谷 タチアナ ポルトガル語 １７年 26 回 教授者

千葉 ルイザ 容子 ポルトガル語 19 年 ２６回 補助者

⑪ 支援者の名簿（⑩以外）

氏名 所属 専門分野及び日本語

教育に関する資格

参加回数 当該教室での

役割

井上 久代 国際交流センター

日本語講師

京都府教育委員会の

国語教師免許有

２６回 教授者

田中 美果 在日ブラジル商業

会議所・関西エリア

責任者

京都外国語大学

ブラジルポルトガル科

卒業

在伯歴 2 年

2 回 アドバイザー

山本 晴夫 日本ラチーノ学院

事務局長

ブラジル人学校教員

の指導経験１２年

在伯歴 22 年

１２回 コーディネータ

―



４ 事業に対する評価について

① 当初の学習目標の達成状況

今回のこの教室の学習指導方法は各受講生の能力に応じたプログラムで指導したので

各個人の日本語の理解度を深めることが出来た。成人（社会人）の学習者６人は初級者

クラスであるが、その内の一人は来日後 2 ヶ月なので、最初は日本語が全く分らない状

況であったが、この教室での学習により生活用語は理解できる様になり、日常生活にお

いて日本語を使う機会が増し、本人も学習に興味を示していて楽しく学習が出来ている。

成人の内 3 人は来期教室の継続受講を希望しているので今後の上達が期待出来る。

初級者クラスの小学生低学年のクラスも易しい漢字を宿題にも加えた反復書取り練習な

どで習熟度は相当程度まで高めることが出来た。小学生高学年・中級者クラスの中学生

高校生クラスの受講生には日本の文化。習慣。エチケットなども場面を想定して分りやす

く指導した結果、日本語能力に個人差はあるが、学習による成果は顕著である。

日本語学習の習熟度の高い受講生の内４名が本年１２月に実施される｢財団法人日本

国際教育支援協会」の日本語能力試験を受験することになり全員合格が期待できる。

② 学習者の習得状況

小学生入学相当の子どもたちは学習の目的意識が希薄なので学習がおもしろいもので

なければ興味を持たないのでＣＤによるアニメなどの映像を用いて、遊びの中に日本語

を取入れて、興味を引き出すことを優先して指導した結果、初歩の生活用語の会話力や

ひらがな、カタカナの書取は小学生1年の初期の内容は相当程度理解できる能力を持た

すことができた。

中学生、高校生相当の学習者は既に保持している日本語能力に差があるので能力に応

じた学習を担当教授者がマンツーマンで指導することにより習熟度を増すことができた。

一般社会人は日本語の必要性を生活のなかで感じているので、総じて熱心に学習をす

る意欲があり、教授者も生活に必要な会話の理解度を深めることができた。

③ 日本語教室設置運営の効果，成果

日本での生活や通学をする上での日本語の必要性や、自分の将来の展望を考えれば

日本語は不可欠であることを、受講生たちが認識し、今後も継続して日本語のレベルア

プを目指して学習をしてゆく意欲が芽生えたことが効果であり、成果は試験の結果や今

後の進路に期待が持てることにある。

④ 地域の関係者との連携による効果，成果 等

財団法人近江八幡市人権センターの主催する「虹の架け橋教室」に子どもを紹介し、入室

して日本語の学習を続けている。またバイリンガルの指導者を派遣して連携を深めている。

近江兄弟学園の小学生との交流も生まれており今後の交流が広がる事が期待できる。

７月のフェスタジュニーナの開催時に地域の人や、団体（教育委員会、ロータリークラブ、青

年会議所、ブラジル人地域代表者、地域小学校関係者）などを招いたことによりこの教室や

日本ラチーノ学院の存在や活動を今まで以上に認識してもらう事が出来た。



⑤ 今後の課題について（具体的に記述する。）

a. .現状

毎週土曜日に午前１０時から２時間の学習時間では時間的に少ないので、指導力を

効果的に発揮するには短くて、一週間の間が空きすぎであるため、子どもたちの集中

力が途切れてしまうことがあるので日曜日の開催や時間を延長して昼から開催も行い

たいのですが課題も多くあるので何とか工夫をしたいと考えている。

滋賀県は交通のアクセスが不便であり、県境からの教室までの公共交通機関による

移動時間は待ち時間を考慮すると片道９０分ほどかかるので車による送迎が必要であ

るが経費が掛かりすぎるのが負担になる。

教授者ほか補助者たちもこの２時間のため毎週１回出勤して、熱意を込めて学習指

導をして頂きました。事故もなく無事に終了したことに感謝しております。

b. 今後の課題

期間内の学習時間を増やしてより充実した学習指導内容を構築して子どもたち個人、

個人の進路の希望に沿うことの出来る日本語教室を目標としているが、指導者など

の疲労度や休日の私的時間の奪取を考慮するとやはり土曜日の時間延長を実施す

ることが出来ればベストである。

車による送迎については現状より効率的な方法を模索しているところであるが少人数

でもあり、子どもの住所がバラバラなので難しい面が多くある。

教授者ほか補助者たちも教室への往復は平均７５分かかるので２時間の指導時間で

は非効率的なので３時間から４時間の指導時間に変更できれば学習効果が増大する

と思われるが、予算的な面や休日の時間調整等の課題もある。

c.今後の活動予定，展望

この教室で半年間学習した子どもたちの内、数名は引き続き日本語の学習を望んで居

り、 また一般社会人にも希望者が居ることは既にブラジル人コミニィティへの働きかけ

で把握しているので、今まで培ってきたノウハウを活用してよりスキルアップした教室を

開設することが可能なので是非とも２３年度の「生活者としての外国人」のための日本

語教育事業には募集したいと考えている。

③その他参考資料

使用教材の写真（⑦）

学習する子どもの様子（写真⑧ ⑨） 募集のチラシ（写真⑪ ⑫）










